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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
頼
春
水
の
漢
文
紀
行
『
負
剣
録
』
に
つ
い
て
、
諸
本
を
網
羅

的
に
調
査
し
、
本
文
の
系
統
分
類
に
つ
い
て
総
合
的
な
知
見
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

　
『
負
剣
録
』
は
、
春
水
が
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
、
父
と
共
に

東
日
本
を
旅
し
た
と
き
の
紀
行
で
あ
り
、
春
水
の
伝
記
や
交
友
を
考
え
る

上
で
も
、
あ
る
い
は
、
江
戸
後
期
の
漢
文
の
あ
り
方
を
理
解
す
る
上
で

も
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

　

こ
の
『
負
剣
録
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
諸
本
分
類
に
つ
い
て
議
論

が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。『
負
剣
録
』
は
、
近
世
・
近
代
を
通
じ
て
写
本
の

か
た
ち
で
流
布
し
、
今
日
、
十
八
点
の
諸
本
が
確
認
で
き
る
が
、
諸
本
間

に
は
、
構
成
や
テ
キ
ス
ト
の
異
同
な
ど
の
点
で
違
い
が
あ
り
、
そ
の
先
後

関
係
を
含
め
、
中
野
三
敏
氏
を
は
じ
め
、
諸
氏
に
よ
り
様
々
な
推
定
が
な

さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
諸
本
全
体
の
調
査
に
基
づ
い
た
明
確
な
分
類
は

提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
諸
本
の
先
後
関
係
を
考
え
る
際
、
最
も
重

要
な
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
広
島
県
竹
原
市
の
頼
家
春
風
館
に
所
蔵
さ

れ
る
自
筆
の
稿
本
類
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
も
、
な
お
十
分
に
検
討

さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
自
筆
稿
本
類
を
含
め
、
諸
本
を
可
能
な
か
ぎ
り
調
査
し
た

上
で
、
写
本
の
書
承
の
あ
り
方
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
を
提
示
す
る
。
結

論
を
先
に
言
う
な
ら
ば
、
な
お
課
題
は
残
る
も
の
の
、『
負
剣
録
』
に
つ

い
て
は
、
諸
本
の
紀
行
本
文
を
、
自
筆
稿
本
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
て
ど

れ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
か
を
分
析
す
る
と
、
諸
本
を
よ
り
整
合
的
な
か
た
ち

で
分
類
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
考
察
の
前
提
と
し
て
、
今
回
、
調
査
し
得
た
『
負
剣
録
』
の
諸

本
を
一
覧
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
番
号
を
付
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
本
論
の
最
終
的
な
分
類
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
本

に
は
、
筆
者
が
想
定
す
る
系
統
及
び
書
写
年
代
を
基
準
と
し
て
番
号
を
振

っ
て
い
る
（
詳
細
は
後
述
）。

　　
　

①「
自
筆
文
稿
」（
春
風
館
蔵
、
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
寄
託
）・
②

「
自
筆
詩
稿
」（
同
）
③「
自
筆
浄
書
本
」（
同
）・
④
頼
山
陽
史
跡
資

料
館
蔵
本
・
⑤『
春
水
遺
響
』
所
収
本
（
未
（
（
（
見
）・
⑥『
崇
文
叢
書
』

所
収
（
（
（
本
・
⑦
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
・
⑧
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
蔵

本
・
⑨
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
・
⑩
謄
写
版
（
（
（

本
・
⑪
大
阪
大
学

頼
春
水
『
負
剣
録
』
諸
本
考

　
　
　
　
　
　
　

─
─
近
世
後
期
漢
文
紀
行
の
成
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と
そ
の
流
通
─
─
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附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
・
⑫
九
州
大
学
附
属
図
書
館
雅
俗
文

庫
蔵
本
・
⑬
国
立
国
会
図
書
館
鶚
軒
文
庫
蔵
本
・
⑭
広
島
市
立
中
央

図
書
館
浅
野
文
庫
蔵
与
楽
園
叢
書
本
・
⑮
三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館

蔵
本
・
⑯
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
・
⑰
山
口
県
立
大
学
図
書
館
桜
圃

寺
内
文
庫
蔵
本
・
⑱『
世
界
』
所
収
（
（
（

本

　　

次
に
、『
負
剣
録
』
の
構
成
に
つ
い
て
説
明
す
る
。『
負
剣
録
』
は
、
序

跋
の
有
無
な
ど
の
点
で
諸
本
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
が
、
最
も
多
く
の
要

素
を
備
え
た
⑭
与
楽
園
叢
書
本
に
拠
っ
て
説
明
す
る
。
最
初
に
、
田
中
鳴

門
の
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
序
が
あ
り
、
次
に
紀
行
の
本
文
が
記
さ

れ
る
。
続
い
て
、
旅
中
に
作
ら
れ
た
漢
詩
を
収
載
し
た
部
分
（
以
下
、

「
付
録
詩
」
と
呼
ぶ
）
が
あ
り
、
頼
春
風
の
跋
（
明
和
七
年
）、
頼
杏
坪

の
題
詩
二
首
が
載
る
。
こ
う
し
た
付
録
詩
や
序
跋
な
ど
の
要
素
は
、
諸
本

に
よ
り
、
あ
る
場
合
、
無
い
場
合
の
両
方
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
『
負
剣

録
』
の
内
容
を
多
様
な
も
の
と
し
て
い
る
。

　

従
来
の
研
究
は
、
紀
行
本
文
・
序
跋
・
付
録
詩
・
上
下
巻
の
別
な
ど
の

諸
要
素
の
有
無
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
諸
本
を
分
類
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
論
は
、
紀
行
本
文
の
異
同
に
基
づ
き
、
諸
本
の

分
類
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
他
の
要
素
の
有
無
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
と

い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
。

　

こ
れ
は
、
紀
行
の
文
章
の
違
い
の
方
が
、
よ
り
本
質
的
な
『
負
剣
録
』

の
テ
キ
ス
ト
の
変
化
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
具

体
的
に
言
え
ば
、
諸
本
間
で
紀
行
全
体
に
わ
た
る
本
文
の
異
同
が
あ
っ
た

場
合
、
そ
れ
は
著
者
で
あ
る
春
水
自
身
の
手
に
な
る
改
稿
を
反
映
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
序
跋
や
付
録
詩
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
書
写
者
に
よ
っ
て
、
便
宜
的
に
省
か
れ
る
な
ど
の
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
、
識
語
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
も
、『
負
剣
録
』
が
、
一
旦
、
著

者
の
手
を
離
れ
た
後
の
、
流
通
の
状
況
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
テ
キ

ス
ト
生
成
の
過
程
を
直
接
的
に
示
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
、
紀
行
本
文
の
異
同
に
よ
る
考
察
を
経
た
後
に
、
そ
の
知
見
と
と
も
に

諸
本
の
考
察
に
生
か
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

本
稿
で
は
、『
負
剣
録
』
の
諸
本
に
つ
い
て
、
紀
行
部
分
の
異
同
に
つ

い
て
精
査
し
、
そ
れ
ら
が
大
き
く
三
系
統
に
分
類
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

そ
の
後
、
自
筆
稿
本
類
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
そ
の

先
後
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
付
録
詩
や
序
跋
の
有
無
な
ど

の
状
況
と
も
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
最
後
に
、
識
語
な
ど
の
書

写
・
流
通
に
関
す
る
情
報
を
加
え
、『
負
剣
録
』
の
諸
本
に
つ
い
て
、
総

合
的
に
分
析
す
る
。

一　

先
行
研
究
に
お
け
る
考
え
方

　

ま
ず
、『
負
剣
録
』
の
諸
本
の
分
析
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
知
見
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
論
じ
て
ゆ
く
。

　
『
負
剣
録
』
の
テ
キ
ス
ト
に
異
同
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
、
頼
惟
勤

氏
、
中
野
三
敏
氏
、
多
治
比
郁
夫
氏
に
よ
っ
て
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

次
に
掲
げ
る
三
篇
の
論
考
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

頼�
惟
勤
「
宝
暦
明
和
以
降
浪
華
混
沌
詩
社
交
遊
考
証
初
篇
」（『
日
本

漢
学
論
集
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
〈
初
出
：
一
九
六
二
年
〉） 

中�

野
三
敏
「「
葭
の
根
屑
」
掘
り
の
こ
し
」（『
混
沌
』
第
四
号
、
混
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沌
会
、
一
九
七
七
年
五
月
） 

多�

治
比
郁
夫
「『
負
剣
録
』
の
付
詩
六
十
九
首
本
」（『
京
阪
文
藝
史

料
』
第
一
巻
、
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
四
年
〈
初
出
：
一
九
八
一

年
〉） 

　

三
氏
は
、
互
い
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
の
作
品
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
認
識
を
更
新
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
議
論

は
、『
負
剣
録
』
の
写
本
全
体
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
上
で
出
た
結
論
で

は
な
い
。
ま
た
、
本
文
の
先
後
の
判
定
に
は
や
や
不
可
解
な
点
も
あ
る
。

以
下
、
研
究
の
経
過
と
と
も
に
見
て
ゆ
こ
う
。

　

ま
ず
、
検
討
の
対
象
と
な
る
写
本
が
研
究
の
過
程
で
増
加
し
、
最
終
的

に
計
七
本
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
頼
惟
勤
氏
が
、
⑤『
春
水
遺

響
』
所
収
本
・
⑥『
崇
文
叢
書
』
所
収
本
、
⑭
与
楽
園
叢
書
本
・
⑱『
世

界
』
所
収
本
の
四
本
を
分
析
し
、
中
野
三
敏
氏
は
、
自
身
の
所
蔵
す
る
本

（
現
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
）
及
び
⑰
桜
圃
寺
内
文
庫
蔵
本
な
ど
、
計
五
本
を

対
象
と
し
、
さ
ら
に
多
治
比
郁
夫
氏
は
、
新
た
に
⑪
大
阪
大
学
懐
徳
堂
蔵

本
を
考
察
し
て
い
る
。

　

諸
本
の
分
析
の
手
法
も
、
研
究
の
過
程
で
し
ば
し
ば
更
新
が
な
さ
れ

た
。
頼
氏
は
、
そ
の
本
が
、
紀
行
の
み
で
構
成
さ
れ
る
か
、
紀
行
の
後
に

「
附
録
」
と
し
て
詩
の
部
も
有
し
て
い
る
か
の
別
に
よ
っ
て
、
諸
本
の
系

統
を
考
え
て
い
る
。
中
野
氏
は
、
こ
う
し
た
詩
の
部
の
有
無
と
い
う
視
点

に
加
え
、
付
録
詩
の
数
、
序
跋
の
有
無
、
上
下
巻
の
分
割
の
有
無
、
紀
行

部
分
の
テ
キ
ス
ト
の
異
同
を
、
新
た
に
考
察
の
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
た
。
多

治
比
氏
は
、
詩
の
部
分
の
字
句
の
違
い
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
分
類
を
行
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
考
察
に
お
い
て
は
、
異
な
る
テ
キ
ス
ト
の
間
の
先
後
関
係
に

つ
い
て
も
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
中
野
氏
は
、『
負
剣
録
』

の
紀
行
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
、
文
章
の
「
繁
」
と
「
簡
」
と
い
う
基
準

に
よ
っ
て
考
え
、
諸
本
の
先
後
関
係
を
決
定
し
て
い
る
。
具
体
的
に
述
べ

る
な
ら
ば
、『
負
剣
録
』
の
五
月
三
日
の
条
を
挙
げ
な
が
ら
、「
最
繁
の
こ

の
書
（
筆
者
注
：
中
野
氏
所
蔵
の
も
の
、
現
在
の
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
）
を

三
本
中
最
も
草
稿
に
近
い
も
の
と
し
、
次
い
で
崇
文
叢
書
本
か
ら
与
楽
園

本
へ
と
修
辞
さ
れ
た
も
の
と
い
う
判
断
も
上マ

マ来
よ
う
が
（
略
）」
と
述
べ

て
い
る
。

　

以
上
の
三
氏
の
研
究
の
概
要
を
、
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。多

治
比
郁
夫

中
野
三
敏

頼
惟
勤

【
表
１
】　
『
負
剣
録
』
に
つ
い
て
の
先
行
論
文
に
お
け
る
調
査
範
囲
と
見
解

⑪　

懐
徳
堂
文
庫
蔵
本

⑫　

雅
俗
文
庫
蔵
本

⑥　
『
崇
文
叢
書
』
所
収
本

⑫　

雅
俗
文
庫
蔵
本

⑭　

与
楽
園
叢
書
本

⑰　

桜
圃
寺
内
文
庫
蔵
本

⑱　
『
世
界
』
所
収
本

⑤　
『
春
水
遺
響
』
所
収
本

⑥　
『
崇
文
叢
書
』
所
収
本

⑭　

与
楽
園
叢
書
本

⑱　
『
世
界
』
所
収
本

調
査
対
象
資
料

・
付
録
詩
の
有
無

・
詩
の
数

・
付
録
詩
の
有
無

・
詩
の
数

・
序
跋
の
有
無

・
上
下
巻
に
分
か
れ
て
い
る
か

・
紀
行
本
文
の
異
同

・
付
録
詩
の
有
無

判
断
の
基
準
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た
だ
、
こ
う
し
た
検
討
の
積
み
重
ね
に
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
ま
ず
、
現
在
確
認
さ
れ
る
一
八
本
と
い
う
諸
本
の
数
と
比
較
す
る

と
、
七
本
の
み
で
考
察
す
る
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な

い
。
ま
た
、
分
類
に
示
さ
れ
た
基
準
は
そ
れ
ぞ
れ
に
有
益
な
も
の
で
あ
る

が
、
全
体
と
し
て
整
合
的
な
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
先
後
関
係
に
つ
い

て
も
、
文
章
の
修
正
が
「
繁
」
か
ら
「
簡
」
に
な
る
方
向
で
行
わ
れ
た
か

は
疑
問
で
あ
る
。
文
章
を
推
敲
す
る
際
、
あ
る
箇
所
で
は
、
よ
り
詳
密
に

な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
別
の
箇
所
で
は
簡
素
に
な
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。

二　

春
風
館
に
所
蔵
さ
れ
る
自
筆
稿
本
類
の
存
在

　

以
上
に
見
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は
、
調
査
の
範
囲
、
分
類

の
基
準
な
ど
に
い
ず
れ
も
検
討
す
べ
き
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
最
も

大
き
な
問
題
は
、
自
筆
の
草
稿
な
ど
、
春
水
の
手
に
よ
っ
て
成
っ
た
、
早

い
段
階
で
の
稿
本
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。

『
負
剣
録
』
の
原
初
の
形
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
と
の

比
較
に
よ
っ
て
、
自
ず
と
諸
本
分
類
及
び
そ
の
先
後
関
係
は
推
定
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
頼
氏
が
、
先
掲
し
た
も
の
と
は

別
の
論
考
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
、
自
筆
の
草
稿
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
て

い
た
が
、
詳
細
な
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
書
（
筆
者
注
：『
負
剣
録
』
の
こ
と
）
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
附
載
の
詩
の
首
数
を
目
安
に
分
類
で
き
る
こ
と
が
近
年
判
明
し

て
き
た
が
、
な
お
別
に
、
著
作
の
際
の
手
控
え
と
し
て
「
稿
本
」
と

題
す
る
冊
子
が
あ
り
、『
入
蜀
記
』
な
ど
を
手
本
に
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

（「
趙
陶
斎
と
平
賀
中
南
」『
日
本
漢
学
論
集
』
前
掲
、〈
初
出
：
一
九

八
二
年
〉）

　

頼
氏
の
指
摘
し
た
「
稿
本
」
は
、
現
在
、
春
風
館
蔵
の
『
負
剣
録
』
の

自
筆
の
草
稿
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
に
寄
託

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
草
稿
を
含
め
、
春
風
館
に
は
三
点
の
『
負
剣
録
』
関

係
の
自
筆
の
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
成
立
の
段
階
な
ど
や

中
野
氏
の
研
究
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
た
に
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
を
調
査
に
加

え
、
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
・
⑭
与
楽
園
叢
書
本
と
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
と
で
は

詩
の
数
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
。

紀
行
本
文
に
つ
い
て
、
繁
か
ら
簡
へ
修
正
さ
れ
た
か
と
考
え
、
次
の
よ
う
に

推
定
（
た
だ
し
、
こ
の
繁
か
ら
簡
へ
と
い
う
基
準
で
は
十
分
に
説
明
で
き
な

い
こ
と
も
指
摘
）。
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
↓
⑥『
崇
文
叢
書
』
所
収
本
↓
⑭
与
楽

園
叢
書
本

付
録
詩
の
有
無
を
基
準
に
、
次
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
類
。

・
⑭
与
楽
園
叢
書
本
・
⑱『
世
界
』
所
収
本
（
詩
あ
り
）

・
⑤『
春
水
遺
響
』
所
収
本
・
⑥『
崇
文
叢
書
』
所
収
本
（
詩
な
し
）

論
旨

⑭　

与
楽
園
叢
書
本

・
序
跋
の
有
無

・
上
下
巻
に
分
か
れ
て
い
る
か

・
紀
行
本
文
の
異
同

・
詩
句
の
異
同
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性
質
を
異
に
す
る
が
、
い
ず
れ
も
『
負
剣
録
』
執
筆
の
ご
く
初
期
に
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
、
そ
の
書
誌
を
略
述
す
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
外
題
や
内
題
な
ど
か
ら
書
名
を

拾
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
他
の
写
本
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
、
本
稿

で
は
、
便
宜
的
に
、「
自
筆
文
稿
」、「
自
筆
詩
稿
」、「
自
筆
浄
書
本
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

①�「
自
筆
文
稿
」（
春
風
館
蔵
）
一
巻
一
冊
。〔
明
和
年
間
〕
写
。

書
形　

大
本
（
二
七
・
〇
×
一
六
・
二
）。

表
紙　

原
装
共
紙
表
紙
。

外
題　
「
負
剣
録
稿
本
」（
左
肩
に
打
付
書
）

本
文　

�

内
題
ナ
シ
。
本
文
冒
頭
「
明
和
七
年
、
東
遊
而
帰
成
乃
之
志

也
。
乃
公
当
謂
我
生
東
方
未
嘗
…
…
」。
本
文
冒
頭
七
～
十

三
行
×
四
十
五
字
程
度
。

『
負
剣
録
』
の
草
稿
（
二
十
丁
）、
漢
籍
か
ら
の
語
句
の
抜
書
（
十

丁
）、「
天
野
屋
利
兵
衛
伝
」（
四
丁
）
の
三
点
の
、
い
ず
れ
も
春
水

自
筆
な
が
ら
、
料
紙
が
異
な
る
資
料
を
合
綴
す
る
。
紀
行
の
草
稿
と

み
ら
れ
る
断
片
的
な
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
推
敲
の
跡
が
著
し

い
。
字
は
行
草
で
、
略
式
に
書
か
れ
て
い
る
。
草
稿
の
途
中
に
「
入

蜀
記
の
抄
書
」
と
題
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、『
入
蜀
記
』
の
字
句
が

抜
粋
さ
れ
る
。

丁
数　

三
十
四
丁
。

②�「
自
筆
詩
稿
」（
春
風
館
蔵
）
一
巻
一
冊
。〔
江
戸
後
期
〕
写
。

書
形　

大
本
（
二
七
・
七
×
一
九
・
一
）。

表
紙　

原
装
共
紙
表
紙
。

外
題　

�「
負
剣
録　

附
録
」（
四
周
単
辺
の
枠
を
墨
書
し
た
題
簽
を
用

い
る
。
左
肩
）。

本
文　

�

内
題
ナ
シ
。
本
文
冒
頭
「（
低
一
格
）
詩
六
十
九
首
／
（
低

二
格
）
留
別
／
（
低
一
格
）
告
別
豈
同
別
筵
待
輿
千
里
意
相

憐
泛
舟
松
島
三
秋
／
…
…
」。
印
刷
し
た
罫
紙
を
用
い
る
。

四
周
単
辺
有
界
、
九
行
二
〇
字
。

柱
部
分
に
墨
書
で
「
四
十
二
（
～
五
十
二
）」。
詩
六
十
七
首
を
収
録

す
る
。
紀
行
本
文
は
な
い
。
推
敲
の
跡
が
み
ら
れ
る
。
罫
紙
に
楷
書

体
で
書
か
れ
て
お
り
、
整
っ
て
い
る
。
裏
表
紙
に
墨
書
で
「
負
剣
録

題
言
」
と
あ
る
が
、
該
当
す
る
本
文
は
な
い
。

丁
数　

十
二
丁
。

書
き
入�

れ
・
蔵
書
印
等　

詩
本
体
や
頭
注
欄
に
朱
筆
で
圏
点
・
批
点

が
書
き
込
ま
れ
る
。
朱
筆
・
藍
筆
で
評
が
書
き
込
ま
れ
る
。

③�「
自
筆
浄
書
本
」（
春
風
館
蔵
）
一
巻
一
冊
。〔
江
戸
後
期
〕
写

書
形　

大
本
（
二
六
・
九
×
一
七
・
七
）。

表
紙　

原
装
茶
色
無
地
表
紙
。

外
題　

�

外
題
「
負
剣
録
」（
左
肩
刷
枠
題
簽
（
四
周
単
辺
）
に
墨
書
）。

本
文　

�

内
題
「
東
遊
負
剣
録
」。
本
文
冒
頭
「
明
和
七
年
五
月
二
日

晩
舟
溯
淀
水
會
士
徳
有
事
于
京
同
／
…
…
」。
印
刷
し
た
罫

紙
を
用
い
る
。
四
周
単
辺
有
界
、
一
〇
行
一
一
字
。
推
敲
の

跡
は
な
く
、
字
が
丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
る
。

丁
数　

三
十
五
丁
。

書
き
入�

れ
・
蔵
書
印
等　

所
々
に
評
が
書
き
込
ま
れ
た
付
箋
あ
り
。
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最
終
丁
裏
に
墨
書
で
詩
二
首
（「
江
戸
寄
弟
」「
松
島
寄
浪
華

諸
友
」）
が
書
き
込
ま
れ
た
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
詩

部
冒
頭
「
五
十
三
亭
入
武
州
関
山
無
恙
此
淹
留
挿
天
富
嶽
芙

蓉
／
…
…
」
詩
に
つ
い
て
は
、
字
が
乱
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、「
自
筆
文
稿
」
と
呼
ぶ
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
、
旅
行

中
の
出
来
事
を
記
し
た
断
片
的
な
記
事
が
書
か
れ
て
お
り
、
お
び
た
だ
し

い
推
敲
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
国
の
遊
記
か
ら
の
語
句
の
抄
出
な

ど
、
文
章
構
想
の
段
階
で
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
記
述
も
多
く
、
い
わ

ば
、『
負
剣
録
』
が
成
る
以
前
の
粗
稿
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。「
自
筆

詩
稿
」
は
、
推
敲
の
跡
な
ど
が
見
え
る
が
、
楷
書
体
の
整
っ
た
字
で
書
か

れ
て
お
り
、
紀
行
本
体
を
欠
く
。
こ
れ
も
、『
負
剣
録
』
の
成
稿
と
は
呼

べ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、「
自
筆
浄
書
本
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
紀
行
本

文
と
詩
二
首
を
収
録
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
詩
二
首
は
、
詩
が
付
箋

に
書
か
れ
、
そ
れ
が
巻
末
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
、
後
人

の
手
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
紀
行
本
文
に
つ

い
て
は
、
字
が
丁
寧
に
記
さ
れ
て
お
り
、
浄
書
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
一
応
の
完
成
を
見
た
段
階
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

三　

本
文
に
よ
る
系
統
分
類
─「
自
筆
文
稿
」と
の　
　

　
　

距
離
か
ら
考
え
る

　

春
水
自
筆
の
稿
本
類
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
か
ら
は
、

実
際
に
紀
行
の
本
文
の
異
同
を
基
準
に
諸
本
を
分
類
し
て
ゆ
く
。
結
論
か

ら
先
に
言
え
ば
、
現
在
確
認
で
き
る
諸
本
を
見
る
限
り
、
本
文
は
、
一
部

例
外
的
な
箇
所
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
三
種
類
に
分
け
得
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ま
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
冒
頭
部
分
を
例
に
見
て
ゆ
こ
う
。
冒

頭
部
分
は
、
淀
川
を
経
由
し
て
京
都
へ
向
か
う
場
面
で
あ
る
。

　

今
、
三
つ
の
系
統
を
仮
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
名
付
け
る
な
ら
ば
、
次
の
よ

う
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
訓
読
は
、「
自
筆
浄
書
本
」

に
の
み
記
し
た
。

Ａ
系
統
（
③「
自
筆
浄
書
本
」）

明
和
七
年
五
月
二
日
、
晩
舟
遡
淀
水
。
会
士
徳
有
事
于
京
。
同
舟
而

往
。
終
夜
把
酒
。
亦
惜
余
別
也
。

（
明
和
七
年
五
月
二
日
、
晩
に
舟
し
て
淀
水
を
遡
る
。
士
徳
の
事
の

京
に
有
る
に
会
す
。
同
舟
し
て
往
く
。
終
夜
酒
を
把
る
。
亦
た
余
が

別
を
惜
し
む
な
り
。）

Ｂ
系
統
（
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
）

明
和
七
年
五
月
二
日
、
晩
舟
遡
淀
河
。
士
徳
適
有
事
于
伏
見
。
同
舟

而
往
。
終
夜
把
酒
。
亦
惜
余
別
也
。

Ｃ
系
統
（
⑬
鶚
軒
文
庫
蔵
本
）

明
和
七
年
五
月
二
日
、
晩
舟
遡
淀
河
。
士
徳
適
有
事
于
伏
見
。
同
舟

而
往
。
亦
惜
余
別
也
。

こ
の
記
事
に
は
、
い
く
つ
か
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
点
線

傍
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
③
の
「
遡
淀
水
」
は
、
⑪
・
⑬
で
は
「
遡

淀
河
」
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
③
の
「
京
」
は
、

⑪
・
⑬
で
は
「
伏
見
」
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
重
傍
線
部
の
よ
う

に
、
③
・
⑪
の
「
終
夜
把
酒
」
は
、
⑬
に
は
な
い
。
こ
う
し
た
違
い
は
、
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お
お
む
ね
本
文
す
べ
て
に
共
通
し
て
お
り
、
全
体
に
わ
た
る
特
徴
と
言
い

得
る
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
代
表
的
な
本
を
掲
げ
た
が
、
た
と
え

ば
、
Ａ
系
統
で
あ
れ
ば
、
他
に
④
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
本
・
⑥『
崇
文

叢
書
』
所
収
本
な
ど
も
ま
っ
た
く
同
じ
本
文
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
紀
行
本
文
の
異
同
に
基
づ
い
て
十
八
点
の
諸
本
を
分
類
す
る
と
、
次

の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ａ
系
統

③「
自
筆
浄
書
本
」（
同
）・
④
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
本
・
⑤『
春
水

遺
響
』
所
収
本
（
未
見
）・
⑥『
崇
文
叢
書
』
所
収
本

Ｂ
系
統

⑦
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
・
⑧
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
蔵
本
・
⑨
慶

應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
・
⑩
謄
写
版
本
・
⑪
大
阪
大
学
附
属
図
書

館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
・
⑫
九
州
大
学
附
属
図
書
館
雅
俗
文
庫
蔵
本

Ｃ
系
統

⑬
国
立
国
会
図
書
館
鶚
軒
文
庫
蔵
本
・
⑭
広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅

野
文
庫
蔵
与
楽
園
叢
書
本
・
⑮
三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
本
・
⑯

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
・
⑰
山
口
県
立
大
学
図
書
館
桜
圃
寺
内
文
庫

本
・
⑱『
世
界
』
所
収
本

そ
れ
で
は
、
こ
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
系
統
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
重
要
と
な
る
の

が
、
自
筆
の
草
稿
に
お
け
る
記
述
で
あ
る
。
次
に
「
自
筆
文
稿
」
の
五
月

二
日
の
記
事
を
掲
げ
る
。

①「
自
筆
文
稿
」

五
月
二
日
、
晩
舟
到
于
伏
見
。
会
士
徳
有
事
于
京
。
同
舟
而
往
。
終

夜
把
酒
。
亦
惜
余
別
也
。

　　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
系
統
の
本
文
と
「
自
筆
文
稿
」
の
本
文
と
を
比
較
す
る

と
、
Ａ
系
統
は
「
自
筆
文
稿
」
と
最
も
近
く
、「
自
筆
文
稿
」・
Ａ
系
統
に

み
え
る
「
京
」
は
、
Ｂ
・
Ｃ
系
統
で
は
、「
伏
見
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
伏
見
に
赴
い
た
後
、
一
晩
中
酒
を
飲
ん
だ
「
終
夜
把
酒
」
と
い
う
記

述
は
、「
自
筆
文
稿
」
を
含
め
、
Ｃ
系
統
以
外
の
す
べ
て
に
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
Ａ
系
統
が
最
も
稿
本
に
近
い

テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
Ｂ
系
統
、
Ｃ
系
統
に
行
く
ほ
ど
離
れ
て
ゆ
く
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
ち
ら
も
同
様
の
例
は
、
紀
行
本
文
の
各
所
に
見
ら
れ
、
例
外
は
、
後

述
す
る
が
、
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
に
一
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、「
自
筆
文
稿
」
か
ら
の
距
離
を
考
え
た
場
合
、「
自
筆
文
稿
」
の
要
素

を
最
も
多
く
含
む
Ａ
系
統
が
、
三
系
統
の
う
ち
最
も
早
く
成
立
し
、
次
い

で
Ｂ
系
統
、
最
後
に
Ｃ
系
統
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

付
録
詩
・
序
跋
の
有
無
・
上
下
巻
の
有
無
を 

　
　

ど
う
考
え
る
か

　

こ
こ
ま
で
、
本
文
の
異
同
に
基
づ
い
て
諸
本
を
整
理
し
て
き
た
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
と
、
そ
の
他
の
観
点
、
具
体
的
に
は
、
付
録

詩
の
数
、
序
跋
の
有
無
、
上
下
巻
の
分
割
の
有
無
と
い
っ
た
視
点
に
基
づ

く
分
析
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
諸
本
の
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分
類
と
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
本
文
の
異
同
に
よ
る
分
類
と
は
、
全
て
に
お

い
て
整
合
的
に
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
齟
齬
を

き
た
す
よ
う
な
要
素
は
、
現
段
階
で
は
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
に
つ
い
て
、
各
節
で
順
に
述
べ
て
ゆ

く
。

　
　

四
－
一　

付
録
詩
の
有
無
お
よ
び
収
録
詩
数
と
詩
句
の
異
同

　

ま
ず
、
付
録
詩
の
有
無
に
つ
い
て
、
諸
本
の
違
い
を
見
て
ゆ
く
。
こ
の

要
素
に
つ
い
て
は
、
Ａ
系
統
に
は
な
く
、
Ｃ
系
統
に
は
あ
る
と
い
う
よ
う

に
系
統
ご
と
に
明
確
に
分
類
で
き
る
。
一
方
、
Ｂ
系
統
に
つ
い
て
は
、
付

録
詩
の
な
い
も
の
と
あ
る
も
の
と
が
存
在
す
る
。
具
体
的
に
は
、
⑦
早
稲

田
大
学
図
書
館
蔵
本
、
⑧
光
丘
文
庫
蔵
本
、
⑨
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵

本
、
⑩
謄
写
版
本
に
は
付
録
詩
が
な
く
、
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
、
⑫
雅
俗

文
庫
蔵
本
が
付
録
詩
を
有
す
る
。

　

　

以
上
の
よ
う
に
、
詩
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
Ａ
系
統
及

び
Ｃ
系
統
に
つ
い
て
は
、
Ａ
系
統
に
は
付
録
詩
が
な
く
、
Ｃ
系
統
に
は
付

録
詩
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
本
文
に
基
づ
く
系
統
分
類
と
完
全
に
一
致

す
る
。

　

一
方
、
Ｂ
系
統
に
つ
い
て
は
、
付
録
詩
の
な
い
も
の
と
あ
る
も
の
と
が

存
在
す
る
。
こ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
後
に
推
測
を
記
す
が
、
具
体
的
に
は
、
⑦
早
稲
田
大
学
図

【
表
２
】　

各
系
統
に
お
け
る
付
録
詩
の
有
無
お
よ
び
収
録
詩
数

本
文
系
統

付
録
詩

①
「
自
筆
文
稿
」

×

②
「
自
筆
詩
稿
」

六
十
七
首

③
「
自
筆
浄
書
本
」

Ａ

×

④

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
本

Ａ

×

⑤
『
春
水
遺
響
』
所
収
本　

※
未
見

⒜〔
Ａ
〕

―

⑥
『
崇
文
叢
書
』
所
収
本

Ａ

×

⑦

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本

Ｂ

×

⑧

光
丘
文
庫
蔵
本

Ｂ

×

⑨

慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本

Ｂ

×

⑩

謄
写
版
本

Ｂ

×

⑪

懐
徳
堂
文
庫
蔵
本

Ｂ

六
十
三
首

⑫

雅
俗
文
庫
蔵
本

Ｂ

二
十
八
首

⑬

鶚
軒
文
庫
蔵
本

Ｃ

五
十
九
首

⑭

与
楽
園
叢
書
本

Ｃ

五
十
八
首

⑮

三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
本

Ｃ

五
十
八
首

⑯

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

Ｃ

五
十
九
首

⑰

桜
圃
寺
内
文
庫
蔵
本

Ｃ

五
十
九
首

⑱
『
世
界
』
所
収
本

※
15
～
18
巻
の
み
確
認
済
み

Ｃ

〔
五
十
九
首
〕

a
〔　

〕
で
囲
ん
だ
も
の
は
推
定
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
に
掲
げ
る

表
で
用
い
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。



─98─

書
館
蔵
本
、
⑧
光
丘
文
庫
蔵
本
、
⑨
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
、
⑩
謄

写
版
本
に
は
付
録
詩
が
な
く
、
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
、
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本

に
は
付
録
詩
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
系
統
に
は
付
録
詩
が
な
い
、
あ
る
い
は
、
Ｂ
系
統
内

で
差
異
が
あ
る
理
由
と
し
て
は
、
も
と
も
と
分
離
し
て
い
た
紀
行
本
文
と

付
録
詩
が
、
Ｂ
系
統
の
あ
る
段
階
で
一
体
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ

の
こ
と
は
、
次
に
述
べ
る
二
つ
の
点
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
、
付
録

詩
の
最
も
初
期
の
形
態
と
思
わ
れ
る
「
自
筆
詩
稿
」
の
様
相
に
つ
い
て
、

外
題
に
「
負
剣
録　

附
録
」
と
記
さ
れ
、
丁
数
が
一
丁
か
ら
で
は
な
く
、

四
十
二
丁
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
自
筆
詩
稿
」
は
、

紀
行
本
文
の
付
録
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
詩
の
数
の
変
遷
を
考
慮
し
た
場
合
、「
自
筆
詩
稿
」
は
、
巻

頭
に
「
詩
六
十
九
首
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
実
際
に
は
六
十
七
首
を
収

録
す
る
）
が
、
Ｂ
系
統
の
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
の
付
録
詩
部
分
に
も
同
様

に
、「
負
剣
録
附
詩
六
十
有
九
首
」
と
あ
る
（
実
際
に
は
六
十
三
首
を
収

録
す
る
）。
さ
ら
に
、
Ｂ
系
統
の
雅
俗
文
庫
蔵
本
の
付
録
詩
部
分
の
冒
頭

に
も
、「
附
詩
〈
旧
稿
六
十
有
九
首
／
今
采
二
十
有
七
（
（
（

首
〉」
と
あ
る
（
実

際
に
は
二
十
八
首
を
収
録
す
る
）。
つ
ま
り
、
Ｂ
系
統
に
お
い
て
、「
自
筆

詩
稿
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
六
十
九
首
を
収
録
す
る
本
が
参
照
さ

れ
、
付
録
詩
の
部
分
が
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
（
（
（

る
。

　

な
お
、
Ｃ
系
統
は
、
す
べ
て
の
本
に
詩
が
付
さ
れ
る
が
、
詩
の
数
は
、

い
ず
れ
も
五
十
九
首
も
し
く
は
五
十
八
（
（
（
首
で
あ
り
、
Ｂ
系
統
の
⑪
懐
徳
堂

文
庫
蔵
本
や
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
の
よ
う
に
、
も
と
は
六
十
九
首
で
あ
っ
た

旨
は
明
記
さ
れ
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
付
録
詩
の
有
無
お
よ
び
収
録
詩
数
に
よ

る
諸
本
の
分
類
と
、
紀
行
本
文
に
よ
る
諸
本
の
分
類
は
、
矛
盾
す
る
も
の

で
は
な
い
。
た
だ
、
Ｂ
系
統
に
関
し
て
は
、
付
録
詩
の
な
い
も
の
と
あ
る

も
の
と
で
さ
ら
に
細
か
く
分
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　　
　

四
－
二　

詩
の
字
句
の
異
同

　

次
に
、
詩
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
紀
行
本
文
と
同
じ
よ
う
に
、

Ｂ
と
Ｃ
の
二
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
先
後
関
係
も
、
紀
行
本

文
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
そ
も

そ
も
Ａ
系
統
に
は
詩
が
載
っ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
詩
の
字
句
の
異
同
か
ら
先
後
関
係
を
考
え
る
。
一
例
と
し

て
、
付
録
詩
に
収
載
さ
れ
た
詩
の
う
ち
、「
過
藤
花
菴
（
藤
花
庵
に
過よ

ぎ

る
）」
に
つ
い
て
、「
自
筆
詩
稿
」
に
よ
っ
て
構
想
段
階
の
詩
の
あ
り
様
を

確
認
し
、
そ
れ
と
Ｂ
・
Ｃ
系
統
の
詩
と
を
比
較
す
る
。
な
お
、
訓
読
は
、

「
自
筆
詩
稿
」
に
の
み
記
し
た
。

稿
本
段
階
（
②「
自
筆
詩
稿
」）

過
藤
花
庵

藤
花
落
尽
合
歓
華
、
又更

見
忘
憂
草
繚
家
。
幽
勝
去他
年
遠
題
句
、
漫
遊

何
夕
此
停
車
。
龍
池
隔
樹
波
涵
座
、
鳥
海
当
窓
雪
在
紗
。
幽
興
帰
来

誇
我
社
、
各
天
千
里
夢
魂
賖
。

（
藤
花 

落
ち
尽
し
て 

合
歓
華
、
又
た
見
る 

忘
憂
草 

家
を
繚
る
を
。

幽
勝 

去
年 

遠
く
句
を
題
し
、
漫
遊 

何
の
夕
ぞ 

此
に
車
を
停
む
。

龍
池 
樹
を
隔
て
て 

波
は
座
を
涵う
る
ほし
、
鳥
海 

窓
に
当
た
り
て
雪
は
紗

に
在
り
。
幽
興 

帰
来 

我
が
社
に
誇
ら
ん
、
各
お
の
天
千
里 

夢
魂
賖は
る

か
な
り
。）
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Ｂ
系
統
（
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
）

過
藤
花
菴

藤
花
落
尽
合
歓
華
、
更
見
忘
憂
草
繚
家
。
幽
勝
去
年
遠
題
句
、
漫
遊

何
夕
此
停
車
。
龍
池
隔
樹
波
涵
座
、
鳥
海
当
窓
雪
在
紗
。
幽
興
帰
来

誇
我
社
、
各
天
千
里
夢
魂
（
（
（

□
。

Ｃ
系
統
（
⑬
鶚
軒
文
庫
蔵
本
）

過
藤
花
菴

藤
花
落
尽
合
歓
華
、
更
見
忘
憂
花
繚
家
。
幽
勝
多
年
遠
題
句
、
漫
遊

何
夕
此
停
車
。
龍
池
隔
樹
波
涵
座
、
鳥
海
当
窓
雪
在
紗
。
帰
日
高
情

誇
我
社
、
各
天
千
里
夢
魂
賖
。

　

詩
は
、
春
水
が
酒
田
に
滞
在
中
に
訪
れ
た
、
友
人
曽
根
原
魯
卿
の
別
荘

に
つ
い
て
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線
部
に
つ
い
て
、「
自
筆
詩
稿
」
で

は
「
又
」
の
字
を
「
更
」
に
修
正
し
た
跡
が
あ
り
、
こ
の
修
正
が
Ｂ
系

統
・
Ｃ
系
統
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
自
筆
詩
稿
」
が
Ｂ
系

統
・
Ｃ
系
統
に
先
行
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
二
重
傍
線
部
に
つ
い
て
、
詩
稿
と
Ｂ
系
統
は
「
幽
興
帰
来
誇

我
社
（
幽
興 

帰
来 

我
が
社
に
誇
ら
ん
）」
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｃ
系
統

は
「
帰
日
高
情
誇
我
社
（
帰
日 

高
情 

我
が
社
に
誇
ら
ん
）」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
Ｂ
系
統
は
、
詩
稿
の
要
素
を
よ
り
多

く
含
む
、
Ｃ
系
統
に
先
行
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
変
化
は
、
他
の
詩
、
例
え
ば
「
逢
阪
留
別
平
紀
宗
」、

「
日
本
橋
」、「
大
山
過
田
鳳
」
な
ど
に
も
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
の
字
句
の

異
同
は
す
べ
て
自
筆
詩
稿
→
Ｂ
→
Ｃ
の
順
番
で
成
立
し
た
と
理
解
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
　

四
－
三　

序
跋
の
有
無

　

序
跋
の
有
無
に
つ
い
て
も
、
Ａ
系
統
及
び
Ｃ
系
統
に
つ
い
て
は
、
Ａ
系

統
に
は
序
跋
が
な
く
、
Ｃ
系
統
に
は
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
こ
ち
ら
も
本

文
の
分
類
と
一
致
す
（
（
（
る
。

　

一
方
、
Ｂ
系
統
に
つ
い
て
は
、
系
統
内
で
差
異
が
あ
る
。
⑦
早
稲
田
大

学
図
書
館
蔵
本
・
⑧
光
丘
文
庫
蔵
本
・
⑨
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
は

序
跋
を
も
た
な
い
一
方
で
、
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
は
田
中
鳴
門
の
序
と
頼
春

風
の
跋
を
有
し
、
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
が
頼
春
風
の
跋
と
頼
杏
坪
の
題
詩

を
有
す
る
な
ど
、
出
入
り
が
あ
る
。
Ｂ
系
統
の
こ
れ
ら
の
違
い
に
つ
い

て
、
な
ぜ
こ
う
し
た
現
象
が
起
こ
っ
た
の
か
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
し

得
な
（
（1
（

い
。

【
表
３
】　

各
系
統
に
お
け
る
序
跋
の
有
無序田

中
鳴
門

（
安
永
二
年
）

跋頼
春
風

（
明
和
七
年
）

題
詩

頼
杏
坪

①
「
自
筆
文
稿
」

×

×

×

②
「
自
筆
詩
稿
」

×

×

×

③
「
自
筆
浄
書
本
」

×

×

×

④

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
本

○

○

○（
二
首
）

⑤
『
春
水
遺
響
』
所
収
本

※
未
見

―

―

―

⑥
『
崇
文
叢
書
』
所
収
本

×

×

×
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四
－
四　

上
下
巻
の
分
割
の
有
無

　

上
下
巻
の
分
割
に
つ
い
て
は
、
Ａ
・
Ｂ
系
統
は
、
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
を

除
い
て
、
す
べ
て
の
本
が
巻
を
分
か
た
ず
、
Ｃ
系
統
は
す
べ
て
の
本
が
上

下
巻
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
上
下
巻
の
分
割
に
よ
っ
て
諸
本

を
分
類
し
た
場
合
も
、
ほ
ぼ
紀
行
本
文
に
よ
る
分
類
と
一
致
す
る
が
、
次

節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
の
み
特
殊
な
位
置
に
あ
る
。

⑦
 

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本

×

×

×

⑧

光
丘
文
庫
蔵
本

×

×

×

⑨

慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵

本

×

×

×

⑩

謄
写
版
本

×

×

×

⑪

懐
徳
堂
文
庫
蔵
本

×

○

○（
一
首
）

⑫

雅
俗
文
庫
蔵
本

○

○

×

⑬

鶚
軒
文
庫
蔵
本

○

○

○（
二
首
）

⑭

与
楽
園
叢
書
本

○

○

○（
二
首
）

⑮

三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館

蔵
本

○

○

○（
二
首
）

⑯

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

○

○

○（
二
首
）

⑰

桜
圃
寺
内
文
庫
蔵
本

○

○

○（
二
首
）

⑱
『
世
界
』
所
収
本

※
15
～
18
巻
の
み
確
認
済
み

○

―

―

【
表
４
】　

各
系
統
に
お
け
る
上
下
巻
の
分
割

上
下
巻
の
分
割

①
「
自
筆
文
稿
」

②
「
自
筆
詩
稿
」

③
「
自
筆
浄
書
本
」

×

④

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
本

×

⑤
『
春
水
遺
響
』
所
収
本 

※
未
見

―

⑥
『
崇
文
叢
書
』
所
収
本

×

⑦

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本

×

⑧

光
丘
文
庫
蔵
本

×

⑨

慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本

×

⑩

謄
写
版
本

×

⑪

懐
徳
堂
文
庫
蔵
本

×

⑫

雅
俗
文
庫
蔵
本

○

⑬

鶚
軒
文
庫
蔵
本

○

⑭

与
楽
園
叢
書
本

○

⑮

三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
本

○

⑯

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

○

⑰

桜
圃
寺
内
文
庫
蔵
本

◯

⑱
『
世
界
』
所
収
本

※
15
～
18
巻
の
み
確
認
済
み

◯
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四
－
五　

雅
俗
文
庫
蔵
本
に
お
け
る
本
文
の
混
在

　

⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
は
、
本
文
は
Ｂ
系
統
で
あ
り
な
が
ら
、
Ｃ
系
統
の
諸

本
と
同
じ
よ
う
に
、
上
下
巻
に
分
か
れ
る
と
い
う
特
殊
な
性
質
を
持
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
紀
行
本
文
に
つ
い
て
も
、
次
に
引
く
閏
六
月
五
日
の
記

事
は
、
Ｂ
系
統
の
本
文
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
Ｃ
系
統
の
本
文
が
一
部
混

じ
る
と
い
う
、
他
の
諸
本
と
は
異
な
る
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
箇
所
に
つ
い
て
は
異
同
が
多
い
た
め
、
全
て
の
引
用
文
に
訓
読
を
付
す
。

Ｂ
系
統
（
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
）

魯
卿
曰
、
羽
黒
三
山
、
亦
一
方
之
鎮
也
。
我
羽
之
勝
景
、
於
是
乎

畢
。
子
盍
往
乎
。
吾
請
為
子
鉥
。
国
器
、
快
翁
、
送
余
。
数
百
歩
而

別
。
二
子
之
郎
及
其
塾
生
、
魯
卿
弟
、
皆
送
。

（
魯
卿
曰
く
、「
羽
黒
三
山
、
亦
た
一
方
の
鎮
な
り
。
我
が
羽
の
勝

景
、
是
に
於
い
て
か
畢つ

き
ん
。
子
盍
ぞ
往
か
ざ
る
か
。
吾
請
ふ
子
が

鉥み
ち
び
き（
筆
者
注
：
先
導
の
意
）
を
為
さ
ん
」
と
。
国
器
、
快
翁
（
筆
者

注
：
伊
藤
見
璞
、
中
川
良
純
の
こ
と
）、
余
を
送
る
。
数
百
歩
に
し

て
別
る
。
二
子
の
郎
及
び
其
の
塾
生
、
魯
卿
の
弟
、
皆
な
送
る
。）

　

酒
田
に
お
け
る
曽
根
原
魯
卿
と
の
交
流
を
描
い
た
箇
所
で
あ
り
、
魯
卿

が
、
出
羽
三
山
の
景
勝
の
素
晴
ら
し
さ
を
説
き
、
春
水
が
出
立
す
る
の
を

人
々
が
見
送
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
の
本
文
は
、
基

本
的
に
、
Ｂ
系
統
の
本
文
で
あ
る
が
、
二
重
傍
線
部
「
子
盍
往
乎
。
吾
請

為
子
鉥
（
子
盍
ぞ
往
か
ざ
る
か
。
吾
請
ふ
子
が
鉥
を
為
さ
ん
）」
は
、
Ｃ

系
統
に
特
有
の
表
現
で
あ
る
。
以
下
に
諸
本
の
異
同
を
掲
げ
、
本
文
に
即

し
て
分
析
を
行
っ
て
ゆ
く
。

稿
本
段
階
（
①「
自
筆
文
稿
」）

魯
卿
謂
、
羽
山
三
峰
、
我
羽
之万古
之□

鎮
也
。
又
未
嘗
不
経
于
此
。
余
請

為
導
意
惜
別
。
杖
履
至
此
、
羽
之
勝
尽
矣
。
遂
乃
決
策
治
行
。
国

器
、
快
翁
二
子
、
携
手
而
行
、
数
百
歩
而
決
。
二
子
之
子
及
塾
生
、

魯
卿
之
弟
、
皆
送
。

（
魯
卿
謂
く
、「
羽
山
三
峰
、
我
が
羽
の
万
古
の
鎮
な
り
。
杖ぢ
や
う
り履
も
て

此
に
至
ら
ば
、
羽
の
勝
は
尽
き
ん
」
と
。
遂
に
乃
ち
策
を
決
し
て
行

を
治
む
。
国
器
、
快
翁
二
子
、
手
を
携
へ
て
行
き
、
数
百
歩
に
し
て

決わ
か

る
。
二
子
の
子
及
び
塾
生
、
魯
卿
の
弟
、
皆
な
送
る
。）

Ａ
系
統
（
③「
自
筆
浄
書
本
」）

魯
卿
謂
、
羽
山
三
峰
、
我
羽
万
古
之
鎮
也
。
杖
履
至
此
羽
、
羽
之
勝

尽
矣
。
遂
乃
決
策
治
行
。
国
器
、
快
翁
二
子
、
携
手
而
行
、
数
百
歩

而
訣
。
二
子
之
郎
及
其
塾
生
、
魯
卿
弟
、
皆
送
。

（
魯
卿
謂
く
、「
羽
山
三
峰
、
我
が
羽
万
古
の
鎮
な
り
。
杖
履
も
て
此

羽
に
至
ら
ば
、
羽
の
勝
は
尽
き
ん
」
と
。
遂
に
乃
ち
策
を
決
し
て
行

を
治
む
。
国
器
、
快
翁
二
子
、
手
を
携
へ
て
行
き
、
数
百
歩
に
し
て

訣
る
。
二
子
の
郎
及
び
其
の
塾
生
、
魯
卿
の
弟
、
皆
な
送
る
。）

Ｂ
系
統
（
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
）

魯
卿
曰
、
羽
黒
三
山
、
亦
一
方
之
鎮
也
。
我
羽
之
勝
景
、
於
是
乎

畢
。
我
不
可
不
通
。
乃
出
。
国
器
、
快
翁
同
出
、
二
子
携
手
而
行
、

数
百
歩
而
別
。
二
子
之
郎
及
其
塾
生
、
魯
卿
弟
、
皆
送
。

（
魯
卿
曰
く
、「
羽
黒
三
山
、
亦
た
一
方
の
鎮
な
り
。
我
が
羽
の
勝

景
、
是
に
於
い
て
か
畢つ

き
ん
。
我
通
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
乃
ち



─102─

出
づ
。
国
器
、
快
翁
同
に
出
て
、
二
子
手
を
携
へ
て
行
き
、
数
百
歩

に
し
て
別
る
。
二
子
の
郎
及
び
其
の
塾
生
、
魯
卿
の
弟
、
皆
な
送

る
。）

Ｃ
系
統
（
⑬
鶚
軒
文
庫
蔵
本
）

魯
卿
曰
、
羽
黒
三
山
、
亦
一
方
之
鎮
也
。
我
羽
之
勝
、
於
是
乎
畢
。

子
盍
往
乎
。
吾
請
為
子
鉥
。
国
器
、
快
翁
、
父
子
及
塾
生
、
皆
送
。

（
魯
卿
曰
く
、「
羽
黒
三
山
、
亦
た
一
方
の
鎮
な
り
。
我
が
羽
の
勝
、

是
に
於
い
て
か
畢
き
ん
。
子
盍
ぞ
往
か
ざ
る
か
。
吾
請
ふ
子
が
鉥
を

為
さ
ん
」
と
。
国
器
、
快
翁
、
父
子
及
び
塾
生
、
皆
な
送
る
。）

　

ま
ず
、
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
と
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
を
比
較
す
る
と
、
傍

線
部
に
つ
い
て
は
字
句
が
一
致
し
て
お
り
、
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
が
Ｂ
系
統

の
本
文
を
基
調
と
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
一
方
で
、
⑫
雅
俗
文

庫
蔵
本
に
は
、
Ｂ
系
統
に
特
有
の
文
章
「
我
不
可
不
通
。
乃
出
（
我
通
ぜ

ざ
る
べ
か
ら
ず
と
。
乃
ち
出
づ
）」（
点
線
傍
線
部
）
が
な
く
、
代
わ
り

に
、
Ｃ
系
統
に
特
有
の
文
章
「
子
盍
往
乎
。
吾
請
為
子
鉥
（
子
盍
ぞ
往
か

ざ
る
か
。
吾
請
ふ
子
が
鉥
を
為
さ
ん
）」（
二
重
傍
線
部
）
が
挿
入
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
文
章
は
『
国
語
』
晋
語
二
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
た
理
由
は
、
明
確
な
根
拠
が
な
い
た
め
明
ら

か
に
し
得
な
い
。
た
だ
、
Ｃ
系
統
に
特
有
の
文
章
（
閏
六
月
五
日
の
箇

所
）
が
、
上
巻
と
下
巻
の
境
目
に
位
置
す
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ

の
現
象
は
、
Ｂ
系
統
の
本
を
書
写
し
つ
つ
、
同
時
に
Ｃ
系
統
の
本
を
参
照

し
、
上
下
巻
に
分
割
す
る
際
に
、
Ｃ
系
統
の
本
文
が
混
入
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
明
確
な
証
拠
が
な
い
た

め
、
現
時
点
で
は
、
⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本
が
特
殊
な
位
置
に
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
に
と
ど
め
る
。

五　

書
承
関
係
か
ら
考
え
る
Ｂ
系
統
の
諸
本

　

最
後
に
奥
書
な
ど
か
ら
わ
か
る
写
本
同
士
の
書
承
関
係
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
、
こ
う
し
た
諸
本
間
の
関
係
を
直

接
的
に
示
す
情
報
に
つ
い
て
は
、
早
い
段
階
で
提
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
よ
る
分
類
を
行
っ
た
上
で
、
こ
う
し
た
情

報
を
重
ね
た
方
が
よ
り
有
益
な
知
見
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
こ
の
段
階
で

提
示
す
る
。

　

注
目
し
た
い
点
は
、『
負
剣
録
』
の
諸
本
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
識

語
を
持
つ
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

訊
齋
先
生
携
一
巻
来
示
余
曰
、
是
頼
春
水
親
写
東
北
遊
日
記
、
負
剣

録
。
最
為
稀
世
之
珍
。
請
一
言
以
題
。（
中
略
）
大
正
十
年
辛
酉
冬

十
一
月　

晩
生　

小
山
正
武
謹
識
（
訊
齋
先
生
一
巻
を
携
へ
来
っ
て

余
に
示
し
て
曰
く
、「
是
れ
頼
春
水
親
写
の
東
北
遊
日
記
、
負
剣
録

な
り
。
最
も
稀
世
の
珍
た
り
。
請
ふ
一
言
し
て
以
て
題
せ
ん
」
と
。

（
中
略
）
大
正
十
年
辛
酉
冬
十
一
月　

晩
生　

小
山
正
武
謹
識
）

　

こ
の
識
語
は
、
⑦
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
・
⑧
光
丘
文
庫
蔵
本
・
⑨

慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
、
す
な
わ
ち
、
Ｂ
系
統
に
属
す
る
本
の
一
部

に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
文
章
に
は
、
訊
齋
先
生
と
い
う
人
物
の
名
が

見
え
る
が
、
新
潟
県
柏
崎
市
出
身
の
、
明
治
期
に
活
躍
し
た
政
治
家
の
丸

田
訊
（
（1
（

齋
で
あ
る
。
識
語
を
作
成
し
た
小
山
正
武
は
、
桑
名
藩
出
身
の
、
同
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じ
く
明
治
期
の
政
治
家
で
あ
（
（1
（

る
。

　

こ
の
識
語
か
ら
は
、
丸
田
が
あ
る
日
春
水
自
筆
の
『
負
剣
録
』
を
携

え
、
稀
覯
本
で
あ
る
と
し
て
、
小
山
に
題
を
請
う
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

こ
の
識
語
を
共
通
し
て
持
つ
三
本
は
、
い
ず
れ
も
、
丸
田
所
蔵
の
春
水
自

筆
の
『
負
剣
録
』
を
祖
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
近
代
以
降
に
成
立
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
丸
田
訊
齋
旧
蔵
春
水
自
筆
本
に
つ
い

て
は
、
現
在
所
在
が
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
（
（1
（

る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
Ｂ
系
統
の
諸
本
が
、
付
録
詩
を
持
つ
も
の
と
持

た
な
い
も
の
と
に
分
か
れ
る
こ
と
を
説
明
す
る
上
で
、
重
要
な
認
識
を
与

え
る
。
す
な
わ
ち
、
⑦
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
・
⑧
光
丘
文
庫
蔵
本
・

⑨
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
の
三
本
は
、
他
の
Ｂ
系
統
の
諸
本
と
は
本

文
は
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
書
写
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
別
な
の
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
大
正
年
間
に
存
在
し
た
、
付
録
詩
を

持
た
な
い
春
水
自
筆
の
Ｂ
系
統
の
祖
本
が
一
度
流
布
し
、
そ
の
後
、
さ
ら

に
Ｂ
系
統
に
お
い
て
、
詩
が
本
文
へ
統
合
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

な
お
、
諸
本
の
書
写
年
代
に
関
し
て
は
、
明
確
に
わ
か
ら
な
い
も
の
も

多
い
が
、
ま
と
め
る
と
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

【
表
５
】『
負
剣
録
』
諸
本
の
成
立
年
代
の
推
定
と
そ
の
根
拠

成
立
年
代
の
推
定
と
そ
の
根
拠

①
「
自
筆
文
稿
」

〔
明
和
七
年
〈
一
七
七
〇
〉
閏
六
月
～
同
年
七
月
〕

写
。

『
負
剣
録
』
が
、
紀
行
と
し
て
の
体
裁
が
整
い
、

一
応
の
完
成
を
見
た
の
は
、
紀
行
本
文
末
尾
の
記

述
「
庚
寅
七
月
望
後
／
竹
原
彌
太
郎
賴
惟
寬
書
」

か
ら
、
明
和
七
年
七
月
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
自
筆
文
稿
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
文
章
作
成
の
過

程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

②
「
自
筆
詩
稿
」

〔
明
和
七
年
～
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）〕
写
。

下
限
に
つ
い
て
は
、「
自
筆
詩
稿
」
の
詩
は
、
後

に
Ｂ
系
統
の
一
部
の
諸
本
に
付
さ
れ
る
。
こ
の
付

録
詩
を
有
す
る
Ｂ
系
統
の
上
限
が
、
⑪
懐
徳
堂
文

庫
蔵
本
の
書
写
奥
書
よ
り
、
文
化
十
年
で
あ
る
た

め
、
こ
の
年
と
推
定
し
た
。

③
「
自
筆
浄
書
本
」

〔
明
和
七
年
七
月
～
文
化
十
三
年
〕
写
。

上
限
は
、
①
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ａ
系
統
の
成
立

の
上
限
、
明
和
七
年
七
月
で
あ
る
。
下
限
は
、
自

筆
の
写
本
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
て
、
頼
春
水
の
没

年
と
し
た
。

④

頼
山
陽
史
跡
資
料
館

蔵
本

〔
大
正
～
昭
和
年
間
〕
写
。

・『
広
島
頼
家
関
係
資
料
目
録
』（
七
十
一
頁
、
管

理
番
号
Ⅳ‒

619
）
の
記
述
で
は
、
頼
古
楳
編
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

⑤
『
春
水
遺
響
』
所
収

本　

※
未
見

〔
大
正
～
昭
和
年
間
〕
写
。

・『
広
島
頼
家
関
係
資
料
目
録
』（
七
十
二
頁
、
管

理
番
号
Ⅳ‒

682‒

10
）
の
記
述
で
は
、「
扉
題
「
東

遊
負
剣
録
」
に
『
拠
春
風
館
所
蔵
本
』
と
の
記
載

あ
り
」
と
記
さ
れ
る
。
目
録
の
記
述
か
ら
、
春
風

館
に
蔵
さ
れ
る
③
自
筆
浄
書
本
が
底
本
で
あ
る
と

推
定
し
た
。

⑥
『
崇
文
叢
書
』
所
収

本

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
刊
。

・
底
本
未
詳
。
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⑦

早
稲
田
大
学
図
書
館

蔵
本

大
正
年
間
写
。

・
小
菊
逸
鑑
（
大
正
十
年
〈
一
九
二
一
〉
七
月
）

の
奥
書
、
小
山
正
武
（
同
年
十
一
月
）
の
識
語
あ

り
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
写
し
で
あ
る
。

⑧

光
丘
文
庫
蔵
本

大
正
年
間
写
。

・
小
菊
逸
鑑
（
大
正
十
年
七
月
）
の
奥
書
、
小
山

正
武
（
同
年
十
一
月
）
の
識
語
あ
り
。
い
ず
れ
も

写
し
で
あ
る
。

⑨

慶
應
義
塾
大
学
図
書

館
蔵
本

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
写
。

・
小
菊
逸
鑑
（
大
正
十
年
七
月
）
の
奥
書
、
小
山

正
武
（
同
年
十
一
月
）
の
識
語
、
須
田
古
龍
（
昭

和
三
年
〈
一
九
二
八
〉）、甲
崎
環
（
昭
和
六
年
〈
一

九
三
一
〉
一
月
）
の
奥
書
あ
り
。
い
ず
れ
も
写
し

で
あ
る
。

・
書
写
奥
書
「
依
酒
田
港
甲
嵜
環
氏
所
蔵
本
昭
和

六
年
四
月
十
六
日
謄
写
了
」
こ
こ
か
ら
、
⑧
光
丘

文
庫
蔵
本
の
写
し
を
さ
ら
に
書
写
し
た
も
の
と
わ

か
る
。

⑩

謄
写
版
本

成
立
年
未
詳
。

・
酒
田
光
丘
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
ほ
か
、
筆
者
架

蔵
本
が
あ
り
、
あ
る
程
度
流
通
し
た
と
み
ら
れ
る
。

⑪

懐
徳
堂
文
庫
蔵
本

文
化
十
年
写
。

・
中
谷
敬
信
（
文
化
十
年
）
の
書
写
奥
書
あ
り
「
文

化
十
癸
酉
仲
秋
書
于
聴
雨
軒
之
下
／
中
谷
敬
信

（
印
「
敬
信
」）」。

⑫

雅
俗
文
庫
蔵
本

〔
近
世
後
期
〕
写
。

中
野
三
敏
氏
は
「「
葭
の
根
屑
」
掘
り
の
こ
し
」

に
お
い
て
、
化
政
年
間
の
成
立
で
あ
る
と
推
測
し

て
い
る
。

⑬

鶚
軒
文
庫
蔵
本

〔
近
世
後
期
〕
写
。

・
蔵
書
印
「
槐
雨
／
山
樓
／
叢
書
」
が
捺
さ
れ
て

い
る
。「
槐
雨
山
樓
」
は
、
岡
山
藩
の
医
者
、
赤

石
士
道
が
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
設
け
た
書

斎
の
名
で
あ
る
。

⑭

与
楽
園
叢
書
本

〔
文
政
年
間
頃
〕
写
。

・『
与
楽
園
叢
書
』
の
成
立
時
期
は
、『
広
島
市
立

中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
目
録
』（
広
島
市
立
中
央

図
書
館
、
二
〇
一
五
年
）
に
よ
る
と
、
文
政
年
間

頃
（
一
八
一
八
～
一
八
三
〇
）
で
あ
り
、
そ
の
時

期
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
。

⑮

三
原
市
歴
史
民
俗
資

料
館
蔵
本

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
写
。

・
⑭
与
楽
園
叢
書
本
の
副
本
。

・
大
正
四
年
の
書
写
奥
書
あ
り
。「
原
本
ハ
／
浅

野
家
所
蔵
与
楽
叢
書
中
ニ
ア
リ
シ
モ
ノ
ヲ
謄
写
／

ス
／
大
正
四
年
七
月
廿
七
日
炎
暑
甚
シ
キ
日
広
島

県
庁
内
県
史
編
輯
室
ニ
於
テ
／
玉
井
源
作
」

⑯

大
東
急
記
念
文
庫
蔵

本

〔
明
治
二
十
九
年
〈
一
八
九
六
〉〕
写
。

・
巻
末
、
匡
郭
外
に
「
丙
申
四
、一
五
、
傭
書
（
筆

者
注
：
人
を
雇
っ
て
書
写
さ
せ
る
こ
と
）」
と
記

さ
れ
る
。
筆
写
の
様
態
な
ど
か
ら
、「
丙
申
」
は

明
治
二
十
九
年
（
一
九
〇
六
）。
こ
の
年
の
書
写

と
考
え
ら
れ
る
。

⑰

桜
圃
寺
内
文
庫
蔵
本

明
治
年
間
〕
写
。

・
高
島
張
輔
の
書
写
奥
書
に
よ
る
と
、
某
氏
か
ら

借
り
た
『
負
剣
録
』
を
明
治
年
間
に
写
し
、
そ
の
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六　
『
負
剣
録
』
の
成
立
過
程
と
流
布
状
況

　

以
上
に
見
た
情
報
を
総
合
し
、
ど
の
よ
う
に
『
負
剣
録
』
の
諸
本
が
成

立
し
た
の
か
を
、
図
を
用
い
て
あ
ら
た
め
て
俯
瞰
す
る
。
次
頁
に
示
す
図

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
つ
い
て
の
、
書
写
年
代
や
書
承
関
係
を
一
覧
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

図
の
縦
軸
は
、
時
間
を
表
し
、
下
に
行
く
ほ
ど
、
今
日
に
近
く
な
る
。

横
軸
は
、
原
稿
の
生
成
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
右
に
行
く
ほ
ど
、

『
負
剣
録
』
の
原
態
か
ら
遠
く
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
を
囲
む
線
に
つ

い
て
は
、
実
際
に
確
認
し
得
た
も
の
、
ま
た
、
現
在
、
存
在
す
る
こ
と
が

確
実
な
も
の
を
実
線
で
、
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
確

認
で
き
な
い
も
の
を
点
線
で
表
し
た
。
ま
た
、
矢
印
に
つ
い
て
は
、
奥
書

な
ど
か
ら
、
直
接
の
書
承
関
係
が
明
確
な
も
の
を
、
直
線
の
太
い
矢
印
で

示
し
て
い
る
。

　

確
認
し
得
た
『
負
剣
録
』
の
う
ち
、
最
も
早
く
成
立
し
た
の
が
「
自
筆

文
稿
」
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
紀
行
の
草
稿
と
見
ら

れ
る
断
片
的
な
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
記
事
の
順
序
は
必
ず
し
も
旅
の

行
程
に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
未
整
理
の
原
稿
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の

段
階
を
経
て
、
Ａ
系
統
の
本
文
を
有
す
る
「
自
筆
浄
書
本
」
が
成
立
し

た
。
こ
の
本
は
、「
自
筆
文
稿
」
と
は
異
な
り
、
記
事
が
時
系
列
に
並
ん

で
お
り
、
ま
た
、
字
は
楷
書
で
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
自

筆
浄
書
本
」
に
お
い
て
、『
負
剣
録
』
は
一
旦
の
完
成
を
み
た
と
判
断
し

得
る
。
そ
こ
か
ら
、
Ｂ
系
統
へ
と
変
化
す
る
が
、
Ｂ
系
統
の
初
期
の
形
態

は
、
⑦
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
付
録
詩
の
な

い
か
た
ち
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
Ｂ
系
統
の
あ
る
段
階
で
、
紀

行
本
文
に
付
録
詩
が
加
え
ら
れ
、
⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
や
⑫
雅
俗
文
庫
蔵

本
の
よ
う
な
、
紀
行
本
文
と
付
録
詩
と
が
一
体
と
な
っ
た
形
態
が
標
準
的

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、
Ｂ
系
統
の
付
録
詩
を
有

す
る
か
た
ち
が
引
き
継
が
れ
、
本
文
や
付
録
詩
の
語
句
が
改
変
さ
れ
、
Ｃ

系
統
が
成
立
し
た
。

　

二
度
の
改
変
が
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
Ａ
系
統
か
ら
Ｂ
系
統
へ
の
改
変
は
、
春
水
自
身
の
手
で

行
わ
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
そ
の
理
由
は
、「
自
筆
文
稿
」
に
お

い
て
、
殺
生
石
の
伝
承
の
考
証
を
『
負
剣
録
』
に
挿
入
す
る
構
想
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
Ａ
系
統
で
は
簡
潔
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ

り
、
Ｂ
系
統
で
「
自
筆
文
稿
」
の
構
想
を
反
映
し
つ
つ
、
考
証
を
詳
細
に

記
述
し
て
い
る
か
ら
で
あ
（
（1
（
る
。
Ｂ
系
統
か
ら
Ｃ
系
統
へ
の
改
変
は
、
春
水

自
身
の
手
で
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
春
水
没
後
に
、
山
陽
が

『
負
剣
録
』
を
添
削
し
た
こ
と
が
書
簡
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
山

陽
に
よ
る
改
変
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
（
（1
（

る
。

〔
後
、
大
正
十
三
年
に
奥
書
を
書
き
足
し
た
。「
十

餘
年
前
、
予
手
写
此
本
、
久
蔵
筺
中
。
今
茲
暑
日
、

偶
胠
筺
／
読
之
、
而
忘
其
借
誰
氏
本
及
写
録
年

月
。
因
記
其
由
。
大
正
甲
子
八
月
初
四
連
旱
得
雨

快
甚
／
東
京
青
山
僑
写　

七
十
九
翁
九
峰
張
」

⑱
『
世
界
』
所
収
本

※
15
～
18
巻
の
み
確

認
済
み

・
京
華
日
報
社
『
世
界
』
第
十
五
号
（
明
治
三
十

八
年
〈
一
九
〇
五
〉
八
月
）
～
第
十
八
号
（
同
年

十
一
月
）
ま
で
確
認
済
み
。
い
ず
れ
も
東
京
都
立

多
摩
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

・
⑰
桜
圃
寺
内
文
庫
蔵
本
が
底
本
で
あ
る
。
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【
図
１
】　『
負
剣
録
』
諸
本
の
分
類
図

Ａ
Ｂ
（
詩
あ
り
）

Ｃ

Ｂ
（
詩
な
し
）

明
和
七
年

（
1770）
旅
行
時

安
永
二
年
（
1773）

田
中
鳴
門
序

文
化
十
三
年

（
1816）
頼
春
水
没

明
治

（
1868

～
1912）

大
正

（
1912

～
1926）

昭
和

（
1926

～
1989）

①「
自
筆
文
稿
」

③「
自
筆
浄
書
本
」

④
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
本

⑤『
春
水
遺
響
』
所
収
本

⑦
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本

⑧
酒
田
光
丘
文
庫
蔵
本

甲
崎
環
氏
所
蔵
本

⑩
謄
写
版
本

⑨
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本

⑥『
崇
文
叢
書
』
所
収
本

②「
自
筆
詩
稿
」

⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
　

⑫
雅
俗
文
庫
蔵
本

修
正

修
正

⑭
与
楽
園
叢
書
本

⑰
桜
圃
寺
内
文
庫
蔵
本

⑱『
世
界
』
所
収
本

⑮
三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
本

⑯
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

⑬
鶚
軒
文
庫
蔵
本

丸
田
訊
齋
旧
蔵

春
水
自
筆
本

久
須
美
雪
堂
旧
蔵

春
水
自
筆
本

？

？

？

文
稿
と
詩
稿
と
が
い
つ
一
緒
に
流
通
し
始
め
た

か
は
不
明
。
よ
り
後
の
段
階
で
一
緒
に
な
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。

序
跋
は
C
系

統
の
本
と
の

校
合
に
よ
っ

て
付
加
さ
れ

た
か
。

序
跋
は
C
系

統
の
本
と
の

校
合
に
よ
っ

て
付
加
さ
れ

た
か
。

⑦
・
⑧
・
⑨
は
同
じ
奥
書

を
有
す
る
。

C
系
統
の

文
章
が
混
入

し
て
い
る
。



─107─

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
負
剣
録
』
の
各
写
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
網
羅
的
な
調

査
を
行
い
、
諸
本
の
分
類
に
つ
い
て
、
紀
行
本
文
の
異
同
を
基
準
に
、
三

つ
の
系
統
に
分
類
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
分
類
は
、
詩
の
有
無

や
序
跋
、
上
下
巻
な
ど
の
諸
要
素
と
比
較
し
て
も
、
齟
齬
を
き
た
す
も
の

で
は
な
く
、
分
類
と
し
て
妥
当
性
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
行
っ
た
諸
本
整
理
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
質
を
持
つ
『
負

剣
録
』
の
本
文
の
成
立
過
程
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
春
水
の
執
筆

方
法
を
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
1
）　

⑤『
春
水
遺
響
』
所
収
本
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
が
、『
広
島
頼
家
関
係
資

料
目
録
』（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
一
年
）
か
ら
情
報
を
得
た
。
目
録

の
記
述
に
つ
い
て
は
、
表
5
⑤
参
照
。

（
2
）　
『
負
剣
録
』
は
、『
崇
文
叢
書
』
第
二
輯
第
三
十
八
巻
に
収
録
さ
れ
、
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
に
出
版
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
底
本
は
未
詳
で
あ
る
。

（
3
）　

⑩
謄
写
版
本
に
つ
い
て
、
匡
郭
様
の
枠
の
中
に
『
負
剣
録
』
の
本
文
を
手
書

き
で
翻
刻
し
、
孔
版
印
刷
し
た
も
の
。
底
本
未
詳
。

（
4
）　

⑱『
世
界
』
所
収
本
に
つ
い
て
、
京
華
日
報
社
『
世
界
』
第
十
五
号
（
明
治

三
十
八
年
〈
一
九
〇
五
〉
八
月
刊
）
以
降
、
数
号
に
わ
た
り
『
負
剣
録
』
が
分

載
さ
れ
た
。
な
お
、『
世
界
』
は
稀
覯
本
で
あ
り
、
筆
者
が
確
認
し
得
た
の

は
、
第
十
五
巻
～
第
十
八
巻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
東
京
都
立
多
摩
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

（
5
）　

こ
の
箇
所
で
は
、
山
括
弧
は
そ
の
文
章
が
双
行
で
あ
る
こ
と
を
、
ス
ラ
ッ
シ

ュ
は
改
行
を
示
す
。

（
6
）　

付
加
さ
れ
た
可
能
性
と
同
時
に
、
別
の
ル
ー
ト
で
写
本
が
作
成
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。

（
7
）　

五
十
八
首
を
収
録
す
る
本
は
、
五
十
九
首
を
収
録
す
る
本
と
比
べ
て
、
遠
江

国
白
須
賀
の
景
勝
地
を
詠
っ
た
「
観
潮
阪
」
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書

き
落
と
し
な
ど
の
事
情
を
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
8
）　

⑪
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
は
、「
過
藤
花
菴
」
の
第
八
句
第
七
字
が
脱
落
し
て
い

る
。

（
9
）　

Ａ
系
統
の
う
ち
、
④
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
本
は
序
跋
を
有
す
る
が
、
序
跋
は

紀
行
本
文
と
は
別
筆
で
あ
り
、
後
人
が
頼
家
に
伝
わ
る
い
ず
れ
か
の
資
料
を
書

写
し
つ
つ
、
Ｃ
系
統
の
別
本
に
付
さ
れ
た
序
跋
を
書
き
写
し
た
と
い
う
こ
と
か

と
推
定
さ
れ
る
。

（
10
）　

序
跋
・
題
詩
の
字
句
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
系
統
と
Ｃ
系
統
と
の
間
で
細
か
な
点

で
違
い
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
頼
春
風
の
跋
に
関
し
て
、
Ｂ
系
統
と
Ｃ
系
統

の
文
章
を
比
較
す
る
。
訓
読
は
Ｂ
系
統
に
の
み
付
し
た
。
Ｂ
系
統
（
⑪
懐
徳
堂

文
庫
蔵
本
）「
不
日
遂
帰
。
家
君
矍
鑠
、
家
兄
壮
気
。
陪
旧
乃
解
装
得
之
録
。

詳
哉
。
其
状
之
也
、
猶
之
兄
弟
更
番
負
剣
（
不
日
遂
に
帰
る
。
家
君
矍
鑠
、
家

兄
壮
気
、
陪
に
旧
す
。
乃
ち
装
を
解
き
て
之
の
録
を
得
た
り
。
詳
な
る
か
な
。

其
れ
之
を
状
ぶ
る
や
、
猶
ほ
之
れ
兄
弟 

更
番 

剣
を
負
ふ
が
ご
と
し
）。」
Ｃ
系

統
（
⑬
鶚
軒
文
庫
蔵
本
）「
無
幾
遂
帰
。
家
君
矍
鑠
、
家
兄
壮
気
。
陪
旧
乃
解

装
得
之
録
。
詳
哉
。
其
状
之
也
、
読
之
数
四
、
猶
之
兄
弟
更
番
負
剣
。」
Ｂ
系

統
の
傍
線
部
「
不
日
」
は
、
Ｃ
系
統
で
は
「
無
幾
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｃ
系
統
の
二
重
傍
線
部
「
読
之
数
四
」
は
Ｂ
系
統
に
は
な
い
な
ど
の
異
同
が
あ

る
。

（
11
）　

柏
崎
市
『「
柏
崎
の
先
人
た
ち
」
柏
崎
・
刈
羽
人
物
誌
』（
柏
崎
市
、
二
〇
〇

二
年
）
の
「
丸
田
尚
一
郎
」
と
い
う
記
事
に
拠
る
。

（
12
）　

加
太
邦
憲
『
加
太
邦
憲
自
歴
譜
』（
加
太
重
邦
、
一
九
三
一
年
）
の
「
小
山

正
武
伝
」
と
い
う
記
事
に
拠
る
。

（
13
）　

こ
こ
で
述
べ
た
丸
田
訊
齋
旧
蔵
春
水
自
筆
本
と
は
別
に
、
春
水
自
筆
本
『
負

剣
録
』
が
存
在
す
る
こ
と
が
市
島
春
城
の
日
記
に
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
春
城
は
、
⑦
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
の
旧
蔵
者
で
あ
る
。『
雙
魚
堂
日

誌
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
：
イ 

１
９
１
９ 

５
８
２
）
大
正

十
年
八
月
四
日
の
記
事
に
は
、
春
城
が
こ
の
日
に
、
久
須
美
雪
堂
と
い
う
新
潟

県
長
岡
市
の
実
業
家
か
ら
、
春
水
自
筆
の
『
負
剣
録
』
を
借
り
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
今
日
は
所
在
が
不
明
で
あ
る
が
、
大
正
期
に
は
、
Ｂ
系
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統
の
本
文
を
有
す
る
春
水
自
筆
本
が
、
二
点
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

（
14
）　
「
自
筆
文
稿
」
に
お
い
て
、
春
水
は
土
地
の
者
か
ら
聞
い
た
、
殺
生
石
に
関

す
る
伝
承
を
記
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
徳
川
光
圀
が
殺
生
石
を
封
じ
た
た

め
に
、
人
々
が
石
に
た
や
す
く
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
内
容

で
あ
り
、
出
典
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
三
系
統
す
べ
て
の
本
文
に
殺
生

石
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
が
（
六
月
十
一
日
の
記
事
）、
光
圀
の
伝
承
は
Ａ

系
統
で
は
触
れ
ら
れ
ず
、
Ｂ
系
統
に
お
い
て
初
め
て
記
さ
れ
る
。
春
水
は
、

「
自
筆
文
稿
」
の
段
階
、
す
な
わ
ち
、『
負
剣
録
』
の
構
想
段
階
か
ら
、
殺
生

石
に
ま
つ
わ
る
光
圀
の
伝
承
に
関
心
が
あ
っ
た
。
Ｂ
系
統
に
お
け
る
、
こ
の
伝

承
を
詳
述
し
よ
う
と
す
る
執
筆
態
度
は
、
春
水
の
も
の
で
あ
り
、
Ｂ
系
統
へ
の

改
稿
は
春
水
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）　

山
陽
が
『
負
剣
録
』
を
添
削
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二

二
）
十
月
十
四
日
頼
山
陽
春
風
・
杏
坪
宛
て
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
。
関
係
す

る
部
分
を
抜
粋
す
る
。「
先
君
御
詩
文
・
随
筆
も
固
よ
り
力
一
杯
刪
修
仕
候
。

一
通
初
本
に
選
定
候
処
、
詩
文
と
も
旁
通
御
理
申
上
度
奉
存
候
。
負
剣
録
は
、

余
程
刪
潤
仕
候
て
、
如
此
相
成
候
。
畢
竟
御
少
作
、
不
必
収
録
と
奉
存
候
」。

す
な
わ
ち
、
山
陽
は
、『
春
水
遺
稿
』
に
『
負
剣
録
』
を
収
録
す
る
こ
と
を
見

込
ん
で
本
文
を
修
正
し
た
が
、
修
正
の
程
度
が
甚
だ
し
く
な
っ
た
こ
と
や
、
春

水
の
青
年
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
収
録
を
見
送
っ
た
。
な
お
、
こ
の

書
簡
の
本
文
は
、
徳
富
蘇
峰
、
木
崎
愛
吉
、
光
吉
元
次
郎
編
『
頼
山
陽
書
簡

集
』
上
巻
（
民
友
社
、
一
九
二
七
年
）
に
収
録
さ
れ
る
。

付
記　

資
料
の
閲
覧
に
際
し
、
左
記
の
所
蔵
機
関
に
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し

た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
、
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
、

大
東
急
記
念
文
庫
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
、
三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
山

口
県
立
大
学
図
書
館
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館

　
　
　

ま
た
、
本
稿
は
、
第
四
十
一
回
九
州
近
世
文
学
研
究
会
に
お
け
る
発
表
を
も

と
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
に
て
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
天
野
聡

一
先
生
、
勝
又
基
先
生
、
亀
井
森
先
生
、
川
平
敏
文
先
生
、
菊
池
庸
介
先
生
、

高
橋
昌
彦
先
生
、
な
ら
び
に
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た

神
作
研
一
先
生
、
住
吉
朋
彦
先
生
、
花
本
哲
志
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
あ
さ
い
・
ま
ゆ
）


